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事
故
対
応
費
を
電
気
料
で

「後
取
り
」
し
た
う
え

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
で
利
益
見
込
む
と
は
…

に
も
と
づ
い
て
国
が
同
機
構
を
通
じ

て
東
電
に
交
付
し
、
東
電
が
被
害
者

に
支
払
う
も
の
。
国
か
ら
の
交
付
額

は
東
電
と
他
の
原
発
事
業
者
が
二
般

負
担
金
と
し
て
い
東
電
は
特
別
負
担

金
と
し
て
も
返
済
し
て
い
こ
ず
　
　
・

こ
の
負
担
金
の
中
身
で
あ
る
が
、

賠
償
廃
炉
機
構
は
、
事
故
対
応
費
は

本
来
、
事
前
に
措
置
す
べ
き
・も
の
で

あ
つ
た
が
、
そ
れ
を
怠

つ
て
い
た
か

ら
、
事
後
分
と
し
て
電
気
料
金
で

「後
取
り
」
す
る
と
い
う
前
代
未
聞

の
枠
組
み
。
結
局
、
事
故
対
応
費
は

電
気
料
金
と
し
て
国
民
負
担
。
ま
た

「政
府
が
前
面
に
出
る
」
と
し
た
事

故
対
策
費
は
税
金
か
ら
支
払
わ
れ
る

か
ら
、
事
故
対
応
費
は
す
べ
て
国
民

負
担
と
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
廃

炉
費
用
も
国
民
負
担
と
さ
れ
る
。

「国
策
民
営
」
の
さ
ら
な
る
悪
ｔ
き

毎
釜
員任
体
制
が
こ
こ
に
生
き
て
い
る
。

今
回
、
二
新
々
総
特
」
で
は
、
福

島
原
発
事
故

へ
の
反
省
も
ど
こ
へ
や

ら
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
ま
で

も
が
う
た
わ
れ
る
始
末
で
あ
る
。
こ

れ
ほ
ど
、
国
民
を
バ
カ
に
し
た
話
は

な
い
。
　
　
　
　
　
　
・　
．

東
京
電
カ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス

（Ｈ

Ｄ
）
と
原
子
力
損
害
賠
償

・
廃
炉
等
支

援
機
構

（賠
償
廃
炉
機
構
）
は
五
月
十

一
日
、
国
に

「新
々
・
総
合
特
別
事
業

計
画
」

（
「新
々
総
特
」
）
の
認
定
申

請
を
し
た
。
東
電
の
再
建
計
画
で
あ
る
。

新
た
な
計
画
で
は
、
今
年
度
か
ら
十

年
間
の
収
支
計
画
を
示
し
、
事
故
対
応

費
を
払
い
つ
つ
、
安
定
し
て
黒
字
を
出

す
こ
と
を
め
ざ
す
Ｌ
し
て
い
る
。

政
府
は
昨
年
末
、
膨
ら
む
事
故
対
応

費
二
一
。
九
兆
円
の
う
ち

一
五

。
九
兆

円
を
東
電
の
負
担
や
国
が
も
つ
東
電
株

の
十一告
冥
景
と
駆
２
確
組
み
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
を
受
け
て

「新
々
総
特
」
は
今
後

三
〇
年
に
わ
た
っ
て
賠
償
二
〇
０
０
億

円
ハ
廃
炉
三
〇
〇
〇
億
円
の
計
五
〇
〇

〇
億
円
を
毎
年
確
保
す
る
と
す
る
。
事

業
再
編

・
統
合
を
通
じ
て
収
益
力
を
高

め
、　
一
〇
年
後
以
降
に
、
四
五
〇
〇
億

円
の
純
利
益
を
だ
す
と
す
亀

そ
の
第

一
の
柱
が
柏
崎
刈
羽
原
発

（全
七
基
）
の
再
稼
働
で
あ
る
。
東
電

は
七
基
の
う
ち
原
子
力
規
制
碁
彗
バ
ムが

適
合
審
査
中
の
６
、
７
号
機
を
優
先
さ

せ
る
方
針
で
最
速
で
一
九
年
度
に
こ
の

二
基
を
動
か
す
。
残
り
も
段
階
的
に
動

け
ば
、
十
年
間
で
平
均
年
三
ハ
〇
〇
億

～
二
一
五
〇
億
円
の
経
常
利
益
を
出
せ

る
と
す
る
。
原
発
で
は
二
〇
年
度
を
メ

ド
に
他
電
力
と
協
力
の
枠
組
み
を
整
え

る
と
す
る
。
送
配
電
で
は
三
〇
年
代
初

頭
に
他
社
と

「共
同
事
業
体
」
設
立
を

め
ざ
す
。
火
力
は
中
部
電
力
と
完
全
統

△
ロ
ヘ
‥
・。　
こ
の

「新
「々
訟
震
ご

に
つ
い

て
マ
ス
コ
ミ
各
社
は

翌
襲
癖
盈
辞

と

報
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
と
電
力
が
責
任
を
な

す
り
〈
ョ
つ
原
発
の

「国
策
民
営
」
と
い

う
霊
笙
員任
体
制
が
福
島
第

一
原
発
事
故

を
招
来
し
た
そ
も
そ
も
の
構
造
で
あ
る
。

福
島
事
故
後
も
、
こ
の
構
造
は
い
さ
さ

か
も
改
め
ら
れ
て
い
な
い
。

賠
償
廃
炉
機
構
に
よ
る
事
故
対
応
費

の
枠
組
み
は
ず
基
本
は
、
東
電
の
請
求

○
高
浜
４
号
機

再
稼
働
を
強
行

含
一面
）

○
廃
炉
決
定
七
基
の
使
用
済
み
燃
料
六
一
〇
デ
の
搬
出
先
確
定
せ
ず

（四
面
）

○
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
就
任
原
発
比
率
現
行
七
五
％
か
ら
二
五
年
五
〇
％
へ
（五
面
）

「福
島
原
発
事
故
は

検
証
さ
れ
て
い
な
い
」

と
し
て
原
発
再
稼
働

に
慎
重
・姿
勢
だ

っ
た

泉
田
裕
彦
前
新
潟
県

知
事
の
後
を
引
き
継
い
だ
米
山

隆

一
知
事
が
就
任
し
て
七
カ
月

●

一
月
五
日
の
東
電
ト
ッ
プ
と

の
初
会
談
で

「二
つ
の
検
証
が

終
わ
ら
な
い
限
り
、
再
稼
働
の

議
論
は
で
き
な
い
」
と
繰
り
返

し
、

「検
証
に
は
数
年
か
か
る
」

と
明
言
し
た
。　
一
つ
は
福
島
原

発
事
故
の
原
因
解
明
、
二
つ
は

事
故
に
よ
る
住
民

へ
の
健
康
と

生
活

へ
の
影
響
、
二
つ
は
事
故

時
の
避
難
計
画
で
あ
る
●
米
山

知
事
は
昨
年
十
二
月
十
九
日
、

経
．産
省
内
で
世
耕
弘
成
軽
産
相

と
初
会
談
。
米
山
知
事
は
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
世
耕
氏
に
伝
え

て
い
る
。
福
島
原
発
事
故
を
経
・

験
し
た
立
地
自
治
体
首
長
と
し

て
の
常
識
的
な
立
場
の
表
明
で

あ
る
●

一
方
、
山
口
祥
義
佐
賀

県
知
事
は
四
月
二
十
四
日
、

一
国
・が
責
任
を
持

つ
」
の
言
葉

を
根
拠
・に
再
稼
働
に
同
意
し
た
“

こ
こ
に
は
住
民
の
安
全
に
対
す

る
知
事
の
責
任
放
棄
が
見
え
る
。


